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羅 針 盤 第１回 点検・評価 第２回 点検・評価
方 策

外部アン 外部アン
評 価 対 象 評 価 項 目 具体的数値項目 自己評価 改 善 策 自己評価 改 善 策ケート等 ケート等

Ⅰ 特色ある学校 １ 国際交流を推進し、国 ・高女グローバル研修in USAの参 ・グローバル研修は過去３年の Ｂ ・選考、渡航説明会までは無事終了
づくりに努めて 際理解を深めるととも 加者40名を確保し、参加した生 課題を踏まえ、業者・職員間 し、今後事前研修が始まる。過去３
いますか。 に、コミュニケーション 徒の中で「行って良かった」と の連携を図りながら、さらに 回の反省点を生かし、USA研修と事

能力、英語能力を伸長さ 考える生徒の割合が90％以上で 充実した内容にする。発表会 前・事後研修を計画し、効果的に実
せる。さらに、英語の民 ある。 やWebを活用し、生徒や教員 施できるように取り組んでいく。
間試験の積極的な受験を ・上記以外のグローバル人材育成 への研修内容や成果の周知に Ｂ Ｂ ・1年の満足度は89%と高い。今後の
奨励する。 のための講演会等に満足してい 努める。 (講演満足生 ２年の講演会の内容等工夫したい。

る生徒が80％以上である。 ・全てのプログラムの改善や、 徒73.5% 保 ・現在３年の半数近くが２級、14名
・３年の時点で、英検準2級相当以 効果的な情報発信に努める。 護者75.2%) が準1級に合格している。10月実施
上の生徒の割合が90％以上であ ・英語科と連携し、実践的なコ Ｂ Ａ の検定に申し込んだ生徒も多い。英
る。 ミュニケーション能力を育成 （準2級か 語科と連携して、作文の添削や２次

するため、さらなる授業改善 GTEC A2以上 の面接対策を行う。 グローバル人
・充実に努めるとともに、学 99.4%) 材の育成も踏まえ、国際理解授業な
校申し込みの機会を設け、受 どにも計画的に取り組んでいく。
検を促す。

２ 探究活動を通して、主 ・探究型学習を推進するため、 Ａ Ａ ・今後も、生徒が先を見通して研究
体的に課題解決に当たれ ・総合的な探究・学習の時間（課 探究活動推進委員会等とも連 を進められるように、全職員の共通
る資質と能力を育て、さ 題研究など）に、主体的に取り 携し、教員間の共通理解のも (生 84.0) 理解・意思疎通を図り、大学等の関
らに物事の本質をとらえ 組んだと自己評価している生徒 と、「課題研究」の内容整備 (保 82.8) 連機関と連携しながら、学校全体の
る視点を養い、国際社会 の割合が80％以上である 。 と指導体制の確立、研究成果 指導内容や指導体制を整えていく。
で活躍できる力を身に付 ・科学探究の取組（サイエンスレ の評価・表彰・活用等を推進 Ａ Ａ ・８月のつくば研修の満足度は高か
けさせる。 クチャー等）に参加する生徒の する。 （つくば った。3月のｻｲｴﾝｽﾚｸﾁｬｰの実施に向

90％以上が満足している。 ・サイエンスレクチャーなどの 研修100%) け、充実したプログラムを実施でき
魅力的な希望者によるプログ るよう、講師との打合せ、生徒への
ラムを計画し、実施する。 募集の工夫を行っていく。

・生徒・職員の図書館利用及び ・4月～9月20日までの貸し出し数は
・図書の貸し出し数が、年5500冊 図書の貸し出し数の増加を図 Ａ Ａ 2795冊で、昨年同期より738冊多い。
以上である。 るため、きめ細かな図書館運 （生 76.6） 生徒一人当たりに換算すると、昨年

・課題研究など教育活動に必要な 営と魅力ある図書館づくりを が2.2冊、本年が2.9冊であり、各学
図書が手に入りやすいと感じる 心掛ける。（読書カード、職 年ともに昨年より大幅に増加してい
生徒が70％以上である。 員への購入希望図書調査） る。昼休みの読書の呼びかけや図書

・課題研究の充実に対応した、 館だよりでの広報活動などが功を奏
図書の整備とレファレンス機 したのであろうか。
能の充実を図る。 ・生徒へのアンケート結果を見る

と、昨年に比べ9.3ポイント増加し
ている。今後とも可能な限り整備し
ていきたい。

３ 新教育課程を円滑に推 ・現教育課程が抱えている各教 ・夏季休業中にワーキンググループ
進し、併せて「新大学入 ・新学習指導要領に対応した教育 科の問題の解決を図りながら を発足させ、試案を作成した。今
試制度」への対応の充実 課程を完成させる。 新教育課程完成に向けて各教 Ｂ 後は本校の生徒育成プラン照合し
を図る。 科の意見を吸い上げ調整す つつ、完成に向けた会議の開催を

る。 重ねたい。

Ⅱ 生徒の意欲的 ４ 自己の明確な目標を持 ・各教科、学年と連携し授業や ・昨年度と比較し、生徒・保護者と
な学習活動につ ち主体的に学習する姿勢 ・学習に対する生徒の達成感、満 ＬＨＲを用いて生徒が主体的 Ｂ も若干数値が上がったが、目標に届
いて適切な指導 と継続的な学習習慣の確 足感を持っている生徒が80％以 な学習を維持するための方策 (生 65.1) いていない。さらに主体的・対話的
をしていますか。 立を図る。 上である。 を実施する。 (保 72.2) な授業になるよう、改善に努める必

要がある。

５ 55分授業の導入におい ・学校行事などを踏まえながら ・55分授業の運用は円滑に行われて
て、課題に対して「自ら ・55分授業の円滑な運営を行う。 55分授業が有効なものとなる いる。
の考えを記述し、発表す ・生徒の現状を踏まえた上で授業 よう円滑に運営する。 Ａ ・授業改善に関わる校内研修委員会
る」授業体制を心がけ、 改善に係る研修を年２回以上行 ・校内研修委員会と連携し職員 はすでに２回実施した。その研修で
併せて基礎学力の定着及 う。 研修を充実させ必要な取り組 (生 83.1) 共有できた課題を本校の教育目標と
び発展的な学習に取り組 みを行う。 (保 82.6) 改めて照らし合わせ、今後の授業改
むことのできるよう授業 善に活かせていきたい。
を工夫する。

６ 習熟度別授業や個別指 ・各教科内で密な連絡を取り習 ・習熟度別授業は概ね効果的に運用
導を通して、生徒個々の ・習熟度別授業が有効である、先 熟度や個別指導を有効なもの Ａ できているので、今後は個々の生徒
弱点の強化と学力の一層 生は丁寧な指導をしてくれると とし、きめ細かい指導を実践 (生 84.6) に対して効果的な指導を深化させる
の向上を図る。 感じる生徒の割合が80％以上で する。 (保 85.7) 必要がある。

ある。
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７ 学習意欲の高い生徒の ・生徒各自がその現状を踏まえ、 ・ＬＨＲや面談など様々な機 ・「明確な進路目標」を「志望大学」
更なる学力の伸長と課題 明確な目標を持ち、高校生活を 会を通し、生徒に自らの現状 Ｂ Ｃ と捉える生徒が多いため、低学年で
を抱える生徒への学習援 送っていると考える生徒が80％ を理解させ、各自の「高めの （生 61%） の達成率が低くなっている。低学年
助をより具体化する。特 以上である。 目標」を設定させる。また、 (保 67%) では進路目標を幅広く捉えさせるよ
に、本年度は早期に学習 その実現に向け支援を行う。 う指導したい。
課題を抱える生徒への課
外の義務化と高い目標を ・将来の夢や希望の実現を支援す ・チーム難関大や上位者向けの ・各学年ともに生徒・保護者とも目
持つ生徒への個別指導の る取り組みを学校が実施してい 個別指導を行うとともに、下 Ａ Ａ 標値を上回った。今後も学年や教科
充実を図る。 ると考える生徒が80％以上であ 位者補習・学習会についても （生 88%） と協力しながら、生徒の学力に応じ

る。 学年と協力しながら確実に実 （保 86%） たきめ細かな指導を実施していきた
施していく。 い。

Ⅲ 生徒の充実し ８ 学校中心の生活を確立 ・「ＳＮＳに頼らない人間関係 ・5/29実施アンケートでは認知０
た学校生活につ させ、個々の居場所づく ・いじめについては、積極的に認 づくり」を推進し、互いの心 Ａ 件。１学年ＬＨＲで「仲間支えよう」
いて適切な指導 りに努める。 知するようにし、解消率100%と 情に気づいたり、受け入れる をテーマとしたクラス協議を主体的
をしていますか。 する。 ことのできる生徒を育てる。 な取り組みで実施する。

・「未然防止」と「早期発見」 教員が生徒の活動を積極的に認め肯
に取り組むとともに、発見し 定する態度につとめる。
た場合には組織的に対処す
る。

・部活動や授業活動において、80 ・個々の学校行事に関連性を持 ・授業アンケートの振り返りを確実
％以上の生徒が、充実している たせられるよう配慮し、家庭 Ａ Ａ に行い、専門科目の指導力向上に努
と回答できるよう学校環境を整 への連絡手段として、学年通 （92.1%） (生92.1%) めるとともに、行事や部活動では人
える。 信のこまめな発信に取り組 (保93.0%) 間関係作りに配慮し、生徒が意義を

む。 見いだせるよう指導する。

９ 生徒の小さな変化に気 ・生徒が気軽に悩みや相談がで ・些細なことでも相談してよいとい
を配り、学級・部活動等 ・生徒との面談では必ず人間関係 きたりＳＯＳを伝えやすい人 Ａ う雰囲気をもったクラス作り、部活
の関係者で情報を共有す について確認するなどし、週１ 間関係の構築に配慮する。ま 動運営に心がけるとともに生徒情報
る。 回の学年会議で必ず情報共有を たクラスや部活動を通してｺﾐ は必ず会議にあげる。

行い組織的に早期対応につとめ ｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を高める。
る。

・「声掛け」により担任、学年 ・欠席をきっかけとして、生徒情報
・欠席が3回連続した生徒への「声 を支援するとともに生徒の情 Ａ の共有、支援に繋げていく。欠席し
掛け」を実施する。 報を共有する。 そうな生徒に気づき、本人への声掛

けと、情報共有を行う。

・欠席生徒に対し担任、保護者、 ・欠席連絡票を活用し、３日連続欠
・欠席連絡票を活用し、３日連続 教育相談、保健環境部等と連 Ａ 席の生徒への対応を継続し、担任や
で欠席した生徒に適切な対応を 携をとり、早期に対応する。 学年、教育相談部等とで情報を共有
行い、関係者で情報を共有し組 する。
織的な対応を図る。

10 課題を抱える生徒への ・定例の教育相談会議を実施す ・学期ごとに、必要に応じて悩みア
対応は、生徒指導・教育 ・学期毎に教育相談週間と、いじ ることで生徒情報を共有し、 Ａ ンケートや面談を実施し、生徒支援
相談・スクールカウンセ め悩みアンケートを実施するこ 担任、部活動顧問、学年、教 に繋げる。定例会議によって、より
ラー・担任・学年等の連 とで、不安や課題を抱える生徒 育相談部、スクールカウンセ 細かな支援体制を構築していく。
携したチームで情報を共 へ対応し、相談部の定例会議で ラー等による支援チームを組
有して対応し、外部機関 情報の共有を定期的に行い、必 織して対応する。必要に応じ
とも連携する。 要に応じて外部機関とも連携す て外部機関とも連携する。

る。

11 生徒主体の学校行事を ・行事への取組を通してリーダ ・リーダーとなる生徒への支援と全
通して、自主性、寛容性 ・クラス全体で意欲的に行事に取 ーシップを育成するととも Ａ Ａ 生徒に役割や担当をあてるなど協働
を育み、リーダーシップ り組み、それぞれの立場で活動 に、協力して成果をあげるよ (100%) (生85.8%) して行事に取り組めるよう計画的に
とコミュニケーション能 に貢献するなどして、満足して う積極的に貢献できる能力を (保94.4%) 指導する。
力の伸長を図り、協力・ いる生徒が80%以上である。 高める。
協働活動を通して生徒の
孤立を防ぐ。

12 目標に向かい他者と協 ・他者の特性や能力を鑑みて、 ・個々の特性を理解し互いに尊敬の
力する体験を通して、思 ・各生徒組織内の人間関係が健全 適切な助言や支え合いの心を Ａ Ａ 態度を持ってコミュニケーションを
いやりがあり、高い志を に保たれ、互いに協力したり支 育成するようにする。 (100%) (生91.0%) 推進する。
持つ、バランスのとれた えあえていると感じている生徒 (保92.3%)
人材を育成する。 が80%以上である。

３
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13 生徒個人の、そして部 ・部活動の内容や成果、教員の指 ・部活動と学習の両立や目標に Ａ Ａ ・部活動の全体目標と個々の目標を
全体の達成目標を生徒自 導に満足している生徒が80%以上 対して友達と励ましあいなが (97.4%) (生88.5%) 明確にし、互いが貢献し合ったり助
らが設定し、工夫して部 である。 ら果敢に取り組める力を育 (保89.8%) け合ったりしながら活動が運営でき
活動を運営する体験の機 む。 るように支援する。
会を作る。

14 技術向上と学習時間確 ・生徒個々のニーズを理解する Ａ Ａ ・学習塾通いなど生徒個々の取組に
保のための工夫ある練習 ・個々の目標を達成できていると ことにつとめ、学習との両立 (92.1%) (生83.0%) 配慮するとともに、互いに認め理解
を計画し、個人と部の目 実感する生徒が80%である。 を促す指導を心がける。 (保82.2%) し合う関係を構築する。
標を達成させる。

15 週に一日、長期休業中 ・休養日等を計画的に明示し、 ・活動方針に則った練習計画を1ヶ
の一定期間の部活動休養 ・適切に休養をとり、健康や学習 生徒の健康や学習活動に配慮 Ｂ Ａ 月前に提示して、生徒・保護者の理
日を設け、生徒の健康と に配慮し、健全に取り組んでい した活動を行う。 (79.6%) (生89.2%) 解を得る。
学習の充実を図り、併せ る生徒が80%以上である。 (保84.3%)
て教職員の健康に寄与す
る。 ・学校保健委員会及び安全衛生 ・６月の成果発表会で、昨年度の学

・学校保健委員会を年２回以上、 委員会を計画的に開催し、生 Ａ 校保健委員会の報告を行った。12
安全衛生委員会を４回以上開催 徒・職員の健康促進を図る。 月に学校保健委員会を実施予定。
する。 4,6,1,2月に安全衛生委員会開催。

16 本校の置かれた立場を ・整理整頓や清掃活動に職員生 ・整理整頓・安全面の留意に関し
生徒・教職員ともに理解 ・校内を整理整頓し、安全で健康 徒ともに熱心取り組む。 て、保護者の数値が生徒と比べ低
し、仲間を思いやり、命 面に十分留意して生活できてい Ａ Ｂ い。家庭内も校内と同様に美化に
を大切にする学校生活を る生徒が80%以上である。 （生93.1%） 取り組む指導を行いたい。安全面
構築する。 （保79.4%） について保護者の意識には、登下

校の交通安全等も含まれていると
思われる。質問方法の検討を要す
る。

・良好な人間関係の作り方やス ・教育相談だよりで、保護者や生徒
・年５回の教育相談だよりを発行 トレスを減らす方法、互いに が互いに尊重した学校生活が送れ
する。 尊重する意識の高め合いを育 Ａ るように、学校行事や時期に合わ

む。 せたアドバイスや、スクールカウ
ンセラーからのメッセージを伝え
る。

17 登下校における交通規 ・登校時指導の充実した交通安 ・4月から9月の6ヶ月で事故件数4件
則の遵守と安全確認を心 ・年間の自転車事故件数が８件以 全教室の早期開催や便りなど Ｂ でいずれも被害。
がけ、時間と心に余裕を 内である。 の発行により、安全教育の向 正しい運転中でも危険予測を怠るこ
持った行動・生活を確立 上を図る。 とで事故が発生することや加害にな
する。 た時の重大性を理解させる。

18 学校施設の安全点検、 ・場所別点検表を活用し、学校 ・月１回の場所別点検表を活用し、
環境整備に努め、事故の ・各清掃担当者が場所別点検表を 安全点検を定期的に行う。 Ａ 定期的な安全点検を実施してい
ない安全な学校環境を整 月１回提出する。 ・現実に近い形での防災避難訓 る。
備する。 ・年２回防災避難訓練を実施し、 練を実施し、生徒職員の防災 ・5/30に第１回防災避難訓練を実

防災意識を高める。 意識を高める。 施。第２回は11/1に実施予定。

・労務職員による施錠巡回に合 ・公仕による日常の校内巡視は実施
・校内巡視を毎日、校外巡視を毎 わせ、目視による確認を行う Ａ したが、校舎外巡視について、随
週実施する。 とともに、事務長、事務職員 時の実施となった。部活動施設を

による敷地内外の巡視を実施 中心に定期的な校舎外巡視に取り
する。 組む。



４

羅 針 盤 第１回 点検・評価 第２回 点検・評価
方 策

外部アン 外部アン
評 価 対 象 評 価 項 目 具体的数値項目 自己評価 改 善 策 自己評価 改 善 策ケート等 ケート等

Ⅳ 生徒の主体的 19 個別の進路相談によ ・個別の進路相談などにより、自 ・生徒面談等の機会を使い、生 ・低学年、特に２年生で低い評価が
な進路選択につ り、志を高く持たせてワ 己の現状を認識し、通常の授業 徒に現状を正しく認識させ、 出ているが、保護者からの評価は比
いて適切な指導 ンランク上を目指す意識 以外に土曜講座・課外補習・特 それぞれの講座・課外・補習 Ｂ 較的高い。生徒のニーズに合ってい
をしていますか。 を醸成し、学力の伸長を 訓講座等を受講することで、学 ごとにターゲットとなる生徒 Ｂ （生 83%） るかどうかの検証をしたい。なお、

図る。 力の向上に努めようとしている を明示したり、テーマ制を持 （保 82%） 特に３年生では、目標値に達してお
生徒が90％以上である。 たせることで、より多くの生 り、この状況で入試本番に臨ませた

徒が参加するように工夫す い。
る。

20「椎樹プラン」を活用し、 ・「椎樹プラン」の中の、生徒 ・ＬＨＲでは、なかなか進路学習に
キャリア教育を通して、 ・自己の将来を考え、興味関心や が充実感を得られる進路行事 時間を割けない現状ではあるが、日
早期に進路目標を明確化 得意分野などを職業と関連づけ 等を積極的に活用することに Ｂ Ｂ 々の指導の中で、生徒が将来を考え
し、学習への動機付けを て進路目標を設定し、その実現 より、自らキャリア意識を高 （生 71%） る機会をもてるように工夫していき
図る。 に向かい努力している生徒が80 め、進路実現のためという認 （保 72%） たい。

％以上である。 識を持って学習に取り組む姿
勢を育成する。

Ⅴ 開かれた学校 21 学校公開・学校評議員 ・PTA総会や学年PTA等の機会を ・PTA総会・３年と２年の学年PTAで
づくりに努めて 会・学校評価アンケート ・保護者向けの「公開授業」を年 活用して授業公開を行う。 授業公開を実施できた。残る１学年
いますか。 等を活用し、地域や保護 ５回程度実施する。 Ｂ Ａ PTA等でも公開計画を立て実行する。

者の視点を生かし、地域
に開かれ、より信頼され (保 82.3%)
る学校を目指す。 ・中学生向け学校説明会や施設見 ・説明会は、参加者にアンケー

学会を開催するとともに、学校 トを実施し、内容や開催時期 ・中学生向け説明会・施設見学は予
評議員会は年２回開催する。 などの次年度に向けた説明会 Ａ Ａ 定通り実施できた。アンケートを集

の検討データ収集に勤める。 計し次年度の説明会に生かしたい。

22 学校説明会、中学校訪 ・学校説明会を生徒主体により ・高校生の生の声を参加してくれた
問等の広報活動に学校全 ・学校説明会の参加者が1100人(生 充実させ、複数回実施する。 Ａ Ａ 中学生に届ける企画や、案内役を生
体で計画的かつ積極的に 徒)以上である。 徒に任せるなど、生徒主体に実施で
取り組む。 きた。

23 Webページ、学年通信、 ・Webページを情報発信の柱と ・学年通信は定期的に発行されてい
学校通信、各新聞社等を ・学校行事終了後にWebページを随 位置づけ、タイムリーな更新 Ｂ る。高女通信の発行回数を増やし、
通して、本校の教育活動 時更新する。 とデザインの整備をはかる。 学校行事終了後は可能な限り早めに
の特徴を積極的に公開、 ・「高女通信」を定期的に発行する。 ・「高女通信」を適宜発行し、 Webページの更新を行う。
情報発信して、広く関係 学校の教育活動を家庭に向け
者の理解を深める活動に て効果的に発信する。
積極的に取り組む。

24 本校のよさを中学生の ・「学校案内」を多角的に充実 ・「学校案内」の内容やページレイ
みならず小学生にも伝 ・高女の良さを伝える「学校案内」 させ、中学生等に高女の教育 Ａ Ｂ アウト等について検討し、広く中学
え、早期に本校への志望 を充実させ、高女の広報に役立 活動をアピールする。 (57.9%) 生等に配布していく。
の確立を働きかけるため たせる。
の広報活動を積極的に進
める。


